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「別れと新しい出会いへ」                      校 長 井 上 雅 子 
 4月 28日開校記念日に、離任式を行いました。今年異動し 

た教職員は、旧校舎から新校舎への引越し、開校 60年記念 

式典、IJ学級の開級と、ひばりが丘中学校の 60年の歴史の 

中で大きな出来事や変化を生徒や保護者とともに経験し、新 

生ひばりが丘中学校のスタートに立ち会いました。離任式で 

は生徒たちはきちんとした態度で、感謝の気持ちを伝えるこ 

とができ、あたたかな雰囲気でお別れができました。 

離任式での異動した先生からのメッセージ 

♢新校舎の移転で印象に残っているのは、生徒会が行った「新校舎にもっていきたいもの」に、伝統や生徒の主

体性など精神的なものが多くあったことや、最後の日に「感謝とけじめの大掃除」と「黒板アート」を実施し

たことでした。引っ越し会社の人たちに「こんなに綺麗にした学校はありません」といわれました。ひばり中

で過ごせて本当に良かったです。（辻康一） 

♢2年生に伝えたいことは、１年生を引っ張りリードしてほしいです。そしてひばり中の伝統を伝え、ひばりが

丘中学校っていい学校だと思えるように頑張ってほしいです。 (石井健史郎) 

♢あっという間の 1年間。中身の濃い 1年でしたから、ひばり中で過ごしたことは一生忘れないです。皆さんに

言いたいことは、人と比べなくていい、自分の良さ自分らしさ、自分の思いを大事にして、慌てずゆっくり

堂々と生活してください。そして友だちと認め合って支え合ってください。（佐々木千晶） 

♢今ひばりが丘中学校に来て、ホッとしています。やはり異動して慣れないため大変です。でも大変という字

は、大きく変わるという字を書きます。大変な時は大きく変わる時だと思うのです。大変さを乗り越えてレベ

ルアップするときだと信じて頑張っています。皆さんも今不安だとしても、1年後は大きく成長していると思う

ので、自分を大切にして新しいことを吸収してください。（小林学） 

♢ひばり中でやってきたことを変えることなく、貫いていきたいです。6年間たくさんの先生方に支えられて成

長できたと思います。ひばり中での経験があるから今の成長できた自分があるので、本当に皆さんに感謝して

います。ひばりが丘中学校のことはずっと忘れられません。（小野智央） 

♢小さい時食べるのが遅くて給食が苦手でした。ですから皆さんの給食は少しでも楽しく美味しく食べてほしい

と献立をたてていました。ひばり中では保健給食委員がテキパキと動いて給食の時間がしっかり確保できてい

てすばらしいと思いました。「美味しかったです。」といわれるととても嬉しかったです。「食事」は皆さん

自身を作っているものです。美味しい物にたくさん出会ってください。（小貫陽子） 

♢7年前、一大決心をして仕事を辞めて初めて学校司書として着任したのがひばり中です六年間、特に旧校舎が

思い出深いです。ひばりが丘中学校は本当にいい学校です。（尾﨑友絵） 

令和 5年度の着任者から～よろしくお願いします 

♢毎日明るく元気に挨拶ができ、そして生徒も保護者の皆様も安全で安心して登校できる、登校させることがで

きる学校のために力を尽くしたいと思います。よろしくお願いいたします。（遠藤正樹） 

♢今年度転任してきました、新保景史郎です。教科は数学です。部活はサッカー部を担当しています。授業や行

事等の学校生活全体を通じて、生徒たちの学びと笑顔のために頑張っていきます。（新保景史郎） 

♢東久留米市立久留米中学校から異動してまいりました。ひばりが丘中学校のみなさんと一緒に、楽しく過ごし

たいと思います。よろしくお願いいたします。（加藤真百子） 

♢中野区立中野東中学校から来ました。専門は理科です。ＩＪ学級は初めて担当します。みなさんと一緒に過ご

せるのをとても楽しみにしています。よろしくお願いします。（谷﨑章子） 

♢IJ学級の主任として IJ学級の様子を積極的に発信し、通常級と IJ学級を結ぶ懸け橋の役割を担っていきたい

と思います。一日一日を大切にして、たくさんの楽しい思い出を一緒に作っていきましょう。（山本達也） 



♢町田市立小山田中学校から参りました理科担当の小林です。授業や普段の生活などを通して、皆さんと一緒に

生活し、学んでいきたいと思います。特に、楽しくわかりやすい授業にできるよう、頑張ります！(小林立明) 

♢昭島市立福島中学校から異動して参りました。特別支援学級 IJ学級の担任です。保健体育です。皆さんと出

会えたこと、とても嬉しいです。皆さんと一緒に楽しく授業や行事、学校生活を送りたいです。（桑原愛） 

♢板橋区立上板橋第三中学校から異動して参りました。ＩＪ学級の担任、教科は国語科です。みなさんと一緒に

学校生活を送ることをとても楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。（小暮明美） 

♢理科を担当します。ひばりが丘中学校の皆さんと過ごした期間はまだほんの少しですが、優しくて感じのよい

皆さんの様子に心がほっこりしています。授業や行事、部活などを楽しみにしています。（長沢桐奈） 

♢今年度転勤した村上均です。社会科を担当します。今回でひばり中へ 3回目の転勤となり「ご縁」があるなと

思っています。ひばり中の生徒は優しくいつも一生懸命頑張る「自主性の強い生徒」という印象をもっていま

す。また一緒に勉強できることを嬉しく思っています。よろしくお願いします。（村上均） 

♢新規採用の平井です。生徒の皆様が安心して楽しく学校生活を送れますように、一生懸命頑張りたいと思いま

す。保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。（平井珠莉） 

♢新規採用で武蔵野大学から参りました。IJ学級で主に理科を担当します。初めての教員生活を皆さんと過ごす

ことができ、大変嬉しく思っております。どうぞよろしくお願いいたします。（池田数馬） 

♢安心安全でおいしい給食を通して、ひばりが丘中学校のみなさんの学校生活を応援していければと思っていま

す。これからよろしくお願いいたします。（栄養士 松原光希） 

 
■各学年の経営方針～保護者の方のご協力、ご支援をどうかよろしくお願いいたします。 
≪一学年経営方針≫  学年主任 主幹教諭 豊島雅代 

 1学年の学年スローガンは「全力でチャレンジ」です。新しい気持ちで一歩を踏み出し、失敗を恐れ

ずに目標に向かって挑戦しながら、大きく成長していくということです。成功体験はもちろんですが、

失敗を乗り越えながら、自分に自信をもち、自己肯定感を高められるようにします。そして挑戦する仲

間から刺激をもらい、失敗しても励ましあえる人間関係を育みます。その土壌として、「あいさつをし

っかりする」「時間を守る」「思いやりをもつ」ということを徹底し、学年全員で安心して学校生活を

送ることのできる学年にしていきます。 

≪二学年経営方針≫  学年主任 主幹教諭 伊藤大 

３年間を通じて、どんな生徒も絶対に見捨てない、「教育に対する熱い情熱」と「生徒に対する深い

愛情」をもって学年全員で支援し何事にも主体的に粘り強く取り組み行動していく「たくましい」生徒

の育成を目指します。第二学年では「根気と責任」を目標に掲げます。一年次で築いてきた「けじめ」

と「思いやり」の部分をだらけることなく根気強く続けていき習慣づけ、どんなことにも最後までやり

抜く責任感をもつことができるよう指導します。そして根気と責任をもつ上級生としての姿を行動と態

度で示していける学年をつくります。 

≪三学年経営方針≫  学年主任 主任教諭 當麻忠幸 

《3年生で目指す生徒像》 

「最高学年としての誇りをもち、全校をリードする生徒」 

 3年生は 1，2年生にとって手本とならなければなりません。特に下級生たちにとって、3年生は自分

たちが今後目指すべき姿になります。そのためにも、常に自分たちがどう見られているのかという意識

が必要になります。1人 1人がその自覚と責任をもち、日々の生活の中で全員が何らかの形でリーダーと

して全体を引っ張っていってほしいと思います。全てを人任せにすることなく、自分が自信をもって活

躍できる分野を作ることで、さらなる成長が見込めると考えています。 

≪IJ学級の経営方針≫ 学級主任 主任教諭 山本達也 

「一人一人の能力や可能性を最大限伸ばし将来の自立した社会生活につながる生きる力を育てる」 

Ｉ学級：健康でしなやかな体をつくり、基本的生活習慣を確立し自律した生活を送る力を育てる。また 

基礎学力を身に付け自分で考えて行動する力を伸ばし多様な学習と経験で豊かな心を育てる。さらに人間

関係、集団参加、社会参加をふまえ社会性を伸ばし、自尊感情を高め進路選択につなげる。 

J学級：人間関係や集団参加の基本を身に付け自己の課題をとらえさせ、自己コントロールの力を伸ばし

自律した生活を送る力をつける。また個に応じて学力を伸ばし理解力、表現力を高め、しなやかな心と体

を育てる。さらに多様な学習と経験により適応力と自尊感感情を高め、進路選択につなげる 

 


